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Odor Eliminating fluid S-3T（以下、S-3T）は、ホルムアルデヒドやア

セトアルデヒド他、アルデヒド基（R-CHO）を有する化学物質との吸着

反応により、アルデヒド系を除去する事が出来るコーティング剤です。

これに伴いましてS-3Tは、限界吸着許容量を超えた場合には、効果の持

続性が難しくなってしまうデメリットも御座います。

また、場所によりホルムアルデヒドの室内濃度は異なり、一様な塗布量

では効果が見られない場合があります。

そのため、S-3Tを塗布した場合の１平方メートル当りのアルデヒド吸着

量の測定/設定を行い、室内のアルデヒドの濃度により塗布量を変化させ

る事でホルムアルデヒド除去可能総量を自動算出する仕組みを構築して

おり、それにより持続日数を算出しております。

S-3T持続耐久性の考え方
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ホルムアルデヒド積算吸着量からの算出

・積算吸着量：7759μg/m2

・吸着後の性能低下率：8.7%

① １%性能低下時のホルムアルデヒド吸着量

式(1) 7759/8.7 = 891.83㎍ /m2・%

② 初期値89.1%から50％までの性能低下時までの吸着量

式(2) 89.1-50 × 891.83 = 34,870.55㎍ /m2 = 34.9 mg/m2

③ ホルムアルデヒドの除去量基準値

34.9mg/m2

ホルムアルデヒド除去量の基準値算出（工場機械加工）

※壁紙へのS-3T使用塗布量は、15±1g/m2
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別添1：

チャンバー法によるホルムアルデヒド除去量算出（韓国データ）
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S-3T吸着性能確認試験（手塗り、自社試験）

1.消臭コーティング剤 S-3T（アルデヒド類除去タイプ）の消臭性能試験

2.試験片：㈱チェイル製未処理壁紙 0.0048m2 (80mm x 60mm) にS-3T塗布（換算量：25g/1m2）

3.試験容器：１Lフラスコ

4.試験ガス：アセトアルデヒドガス

5.試験方法：アセトアルデヒド100ppmを１Lフラスコ内に充填し、消臭試験片を吊るした状態で温度50℃×24時間放置した時の

フラスコ内アセトアルデヒド低減率を確認。

・消臭繰り返し試験結果

・試験方法

・消臭試験風景
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① S-3Tの塗布壁紙によるアセトアルデヒドガスの11回繰り返し除去積算量

式(3)：S-3T除去量合計1100ppm － Blank 残留合計660ppm = 440ppm(/1L･0.0048m2)

② 0.0048m2から1m2に換算場合の除去量

② アセトアルデヒド除去量

③ ホルムアルデヒド除去量

④ アセトアルデヒドからのホルムアルデヒドの換算掛け率

⑤ 塗布量による安全率（25g/m2ではなく、15g/m2で作業を行った場合-60％使用量）

式(8)： 77.8 mg/m2 × 60% = 46.68mg/m2

⑥ 塗布作業安全率（塗着効率 75％前後）

式(9)： 46.68mg/m2 × 75% = 35.01mg/m2

⑥ ホルムアルデヒドの最大除去量基準値

35.01mg/m2（壁紙： 34.9mg/）

吸着性能限界測定値の35mg / 1m2・15g の値を採用

※塗布量を15g/m2基準ですが、塗布量が増減すれば35mg/1m2の1m2あたりの数値も併せて増減します。

現場工事で使用する場合の1m2あたりのホルムアルデヒド除去量の基準値を算出

ホルムアルデヒド除去量の基準値算出

式(4) ：440×
1𝑚2

0.0048𝑚2
= 91,667 ppm/m2

式(6)： 91,667 ×
30

22.4
×

273

(273+20)
×

1013

1013
= 114.39 mg/m2 

式(5)： 91,667 ×
44.1

22.4
×

273

(273+20)
×

1013

1013
= 168.15 mg/m2 

式(7)： 114.39 mg/ L × (30/44.1)  = 77.8 mg/m2
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44.1 (g) アセトアルデヒドの１mol質量

30 (g) ホルムアルデヒドの1mol量

22.4(L) 0℃、1気圧での分子1molの容積

273 (K)
絶対温度。0℃は273.15Kになる。
従って、T℃は（273＋T）となる。

20 （℃) 試験環境温度

1013 (hPa) 1気圧（試験環境気圧）

凡例



MARUSYOSANGYO

S-3T材料使用量及び持続耐久性の算出

ホルムアルデヒドの最大除去量基準値（0.035g / 1m2）を

基準にして各作業場所での材料使用量をExcelで作成した

消臭性能計算式にて算出します。

また、材料使用量により持続耐久日数が算出しております。

別添2：S-3T消臭性能計算式

現地で実測した
ホルムアルデヒドの値を入力

参考：現場測定値データ

低減率を記入

塗布量を入力する事で
持続耐久性を自動計算

使用量を自動計算

Excel計算書内基本解説
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塗布量による1m2あたりの
ホルムアルデヒド除去量を
自動計算

各国基準値に合わせる


